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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本のアスリートにおけるメンタルヘルス症状や障害の実態を明らかにす
ることを目指すものであった。男性ラグビー選手のメンタルヘルス不調の実態とその要因を明らかにし、アスリ
ート特有のメンタルヘルスケアニーズに対応するための基盤を築いた。特に、COVID-19による環境変化でのメン
タルヘルス状態との関連、専門家の支援が必要な一群の存在を示した。これらの知見は、国内スポーツ組織にお
ける体系的なケアシステムの必要性を示唆するものであった。アスリートに特化したメンタルヘルス症状評価尺
度やスクリーニングツール、教育ガイドを複数開発・評価し、その有用性を確認した。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to understand the prevalence and factors associated 
with mental health symptoms and illnesses in Japanese elite athletes. It specifically focused on 
male rugby players, revealing the extent of mental health symptoms and their factors. Their findings
 contribute to developing a foundation for addressing athletes' specific mental health care needs. 
It highlighted the impact of environmental changes due to COVID-19 on mental health and identified a
 subgroup requiring professional intervention. These findings suggest a systematic care system 
within a highly competitive sports setting is also necessary. Additionally, the current study 
developed and validated several mental health assessment scales, screening tools, and educational 
guides tailored for athletes, confirming their efficacy.

研究分野：応用健康科学

キーワード： メンタルヘルス　アスリート　スポーツ　行動変容　健康教育　ラグビー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本においては、スポーツ界全体でメンタルヘルス研究やケアシステムの開発が非常に遅れている。本研究は、
この課題の当事者であるアスリートやスタッフと協働で、ケアシステム開発に必要なツール等を複数開発した。
その過程で、国際標準のメンタルヘルス症状評価尺度やスクリーニングツール、教育ガイドが日本においても有
用であることを確認した。また、アスリートと共に立ち上げたメンタルヘルス啓発プロジェクトである「よわい
はつよいプロジェクト」などの活動を通じて、スポーツ界やその隣接領域である学校教育や産業界等のメンタル
ヘルス課題に対する社会的認識の向上と、教育・研修プログラムの開発・普及に貢献している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９−１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
精神疾患は全疾患中で最⼤の社会コストを占め、⼀般⼈⼝での⽣涯有病率は 18〜36％
に及ぶ。不安や抑うつ、⼼理的苦痛を含めるとさらに増加する。さらに、COVID-19
の感染拡⼤の中、メンタルヘルス課題は拡⼤・深刻化した。⼀⽅で、精神疾患を含め
メンタルヘルス不調・障害についてその予防や早期発⾒・介⼊の有効な策は確⽴され
ていない状況にある。そのようなメンタルヘルス課題と⽀援策の検討において、特に
⾒過ごされてきたのがスポーツ界である。国際的に著名なアスリートがメンタルヘル
ス不調と治療の経験を告⽩したことを機に、欧⽶諸国で調査が開始され、アスリート
でもメンタルヘルス問題が⾼頻度に発⽣することが明らかにされ、またその多くが⽀
援に繋がっていない事実が報告された（⼩塩ら, 2020）。具体的には、少なくとも 3 割
のアスリートがうつや強い不安を経験し、そのうち 7〜10％がうつ病や不安障害など
のメンタルヘルス障害を経験していた（Reardon, et al. 2019）。⽇本の実態は、研究
代表者らがラグビー選⼿を対象にした調査で、海外と同程度の発⽣率であることを報
告した（Ojio et al. 2021）。 
 
国際オリンピック委員会（IOC）は、アスリートのメンタルヘルス⽀援の必要性を訴
え、教育・医療・研究への投資を求める声明を発表している（Reardon, et al. 
2019）。これを受け、英国・豪国の国⽴スポーツ機関は、アスリートへのメンタルヘ
ルス⽀援や医療サービス整備、研究開発を急速に進め（Rice et al. 2020）、その他、メ
ンタルヘルス不調・障害の予防や早期発⾒・回復のためのスクリーニングツールとし
て、Sport Mental Health Assessment Tool 1（SMHAT-1）や Sport Mental Health 
Recognition Tool 1（SMHRT-1）を国際標準のツールとして開発し、広く活⽤を促し
た（Gouttebarge et al. 2020）。⼀⽅、国内においては、アスリートを対象としたメン
タルヘルス調査研究はこれまでほとんど⾏われておらず実態は知られていない状況
で、スポーツ界のメンタルヘルスケアシステム開発も遅れをとっていた。その中で、
⽇本のスポーツ界でのメンタルヘルスケアシステムの開発に向けて、⽇本のアスリー
ト（運動競技選⼿）におけるメンタルヘルス症状・障害の実態や対処⾏動についての
理解が必要であった。また、アスリート特有のメンタルヘルス問題の予防早期発⾒・
対処を促す具体的⽀援策を検討するため、スクリーニングツールの開発等に関する研
究も求められていた。 
 
２．研究の⽬的 
本研究の⽬的は、⽇本で競技⽣活を送るアスリートをリクルートし、メンタルヘルス
疫学調査として、メンタルヘルス不調の程度とその要因、不調時の対処⾏動の特徴を
含むwebアンケートを⽤いてデータ収集を⾏い、メンタルヘルス不調の有無やそれぞ
れの症状の発⽣率と関連要因を探索し、また国際標準のメンタルヘルススクリーニン
グツールを項⽬に含めることにより、それらのツールの⽇本語版開発とその有⽤性を
検討することであった。 
 
３．研究の⽅法 



本研究は、主に、⽇本のアスリートである男性ラグビー選⼿を対象とした調査を 2回
実施した。Webアンケート調査は、⽇本ラグビーフットボール選⼿会から各選⼿に
webアンケート調査が配布され、調査説明に同意した選⼿から回答を得た。調査を分
析するにあたっては、国⽴研究開発法⼈ 国⽴精神・神経医療研究センター倫理委員会
の承認を受けた。 
 
４．研究成果 
①COVID-19 感染拡⼤中のラグビー選⼿におけるメンタルヘルスの実態 
本研究により、⽇本のアスリートのメンタルヘルス実態について、環境変化により不
調が改善される⼀群がいる⼀⽅で、専⾨家による⽀援が必要な選⼿が⼀定数存在する
ことが⽰された。COVID-19 感染拡⼤前（2019年 12⽉-2020年 1⽉）と感染拡⼤中
（2020年 12⽉-2021年 2⽉）に実施した調査に回答した男性ラグビー選⼿、それぞ
れ 251 名と 227 名のデータを⽐較分析した。COVID-19 感染拡⼤前では、何らかのメ
ンタルヘルス不調を抱える選⼿の割合は 42.2％（内訳：⼼理的ストレス（32.2％）; 
中等度〜重度のうつ不安症疑い（10.0％））だったのに対し、1年後の COVID-19 感染
拡⼤中には、不調者の割合は 25.2％（内訳：⼼理的ストレス（15.0％）; 中等度〜重
度のうつ不安症疑い（10.2％））で、⼼理的ストレスを抱える選⼿の割合が有意に減少
し、中等度〜重度のうつ不安症疑いの選⼿の割合には違いがなかった。この結果は、
環境変化により状態が改善される⽐較的軽症な⼀群がいる⼀⽅で、環境調整に加えて
専⾨家の⽀援を要する⼀群が⼀
定数存在する可能性を⽰してい
ると考えられ、国内スポーツ組
織に、体系的なメンタルヘルス
ケアシステムを構築する必要性
を⽰した知⾒となった。 
 
Ojio, Y., Matsunaga, A., 
Kawamura, S., Horiguchi, M., 
Yoshitani, G., Hatakeyama, K., Amemiya, R., Kanie, A., & Fujii, C. (2022). Anxiety 
and Depressive Symptoms in the New Life With COVID-19: A Comparative Cross-
Sectional Study in Japan Rugby Top League Players. International journal of public 
health, 66, 1604380.  
 
②国際標準のメンタルヘルススクリーニングツール⽇本語版の開発（１） 
Athlete Psychological Strain Questionnaire (APSQ) は、アスリート特有の苦痛や潜
在的なメンタルヘルス不調の予防や早期発⾒に寄与するために、開発された簡便なス
クリーニングツールである。⽇本語版作成と普及について開発者からの許諾を得て、
⽇本のアスリートが回答した⽇本版APSQ（APSQ-J）の因⼦構造、妥当性、信頼性を
確認した。APSQ-Jは 1因⼦構造で、豪国アスリートによる APSQの 3因⼦構造とは
異なっていた。この違いは、⼼理的苦痛に対する⾏動や反応が国の⽂化と密接に関連
しているためと考えられ、⽇本⽂化特有の強い社会規範、逸脱⾏動に対する寛容度の
低さ、調和の取れた社会関係を強調することを重んじる傾向との関連が⽰唆された。
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この結果から⾔えること
環境変化（働き⽅等）で
改善される⼀群はいる。

専⾨家による⽀援が
必要な選⼿も⼀定数いる。



⽇豪⽐較では、⽇本のアスリートはオーストラリアのアスリートよりも⼼理的苦痛の
スコアが⾼いことが⽰された。この研究知⾒により、アスリートのメンタルヘルス研
究と実践の基盤作りに貢献した。 
 
Ojio, Y., Matsunaga, A., Kawamura, S., Horiguchi, M., Yoshitani, G., Hatakeyama, K., 
Amemiya, R., Kanie, A., Purcell, R., Rice, S. M., & Fujii, C. (2021). Validating a 
Japanese Version of the Athlete Psychological Strain Questionnaire. Sports 
medicine - open, 7(1), 90.  
 
 
③アスリートにとってチームスタッフはメンタルヘルスについて話しにくい 
⽇本のアスリートにとってメンタルヘルスについて話しやすい（話しにくい）相⼿や
場所を理解することは、⽇本のスポーツ界のメンタルヘルスケアシステムの開発のた
めに有益な情報である。本研究知⾒は、⽇本のラグビー選⼿を対象に、横断的デザイ
ンと匿名のウェブアンケートを⽤いて収集したデータを分析したものである。選⼿た
ちはメンタルヘルスに関する⼼配事について話すことに対する快適さを 5 段階のリッ
カート尺度で評価した。分析の結果、チームスタッフに相談することを好む平均スコ
アは他のすべてのグループよりも有意に低いことが⽰された（p<0.001）。アスリート
はチームメンバーやスタッフとメンタルヘルスの問題について話すことが難しく、⽀
援を求める可能性が低
いことが⽰唆された。
競争の激しいスポーツ
界においては、アスリ
ートがメンタルヘルス
の⼼配事について話し
やすい⼼理的に安全な
環境の提供が求められ
る。 
 
Oguro, S., Ojio, Y., Matsunaga, A., Shiozawa, T., Kawamura, S., Yoshitani, G., 
Horiguchi, M., & Fujii, C. (2023). Mental health help-seeking preferences and 
behaviour in elite male rugby players. BMJ open sport & exercise medicine, 9(2), 
e001586.  
 
④国際標準のメンタルヘルススクリーニングツール⽇本語版の開発（２） 
Sport Mental Health Assessment Tool 1(SMHAT-1)は、IOC が公開しているアスリー
ト特有の苦痛や潜在的なメンタルヘルス不調の予防や早期発⾒に寄与するために、開
発された簡便なスクリーニングツールである。⽇本語版作成と普及について開発者か
らの許諾を得て、SMHAT-1 の有⽤性の評価を⾏った。トリアージ段階の Step1
（APSQによる⼼理的ストレス）と、6 つのツールを⽤いる Step2（不安、うつ、睡
眠、アルコールなど）を全ての参加者に回答してもらい、Step1 の偽陰性率（FNR）
を調査した。結果として、Step1 のトリアージでカットオフ値を超えた選⼿は 65%で

メンタルヘルスについて、他の⼈・場所よりも所属先関係者には特に話しづらい
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割合(%)

平均値 1 2 3 4 5 1-2の割合

所属先関係者 2.9 16.1 24.6 25.4 16.9 15.7 40.73

チームメイト 3.7 7.7 10.1 20.2 26.6 34.3 17.74

メンタルヘルスの専⾨家 3.6 6.1 4.0 42.7 18.2 27.8 10.08

ラグビー関係の先輩 3.6 6.9 14.9 20.2 25.8 31.1 21.77

家族親戚 4.0 5.2 9.7 13.7 24.2 46.0 14.92

友⼈知⼈ 3.9 5.2 6.9 20.2 24.2 42.3 12.09



あった。Step2 でカットオフ以上の選⼿の割合は、GAD-7（不安症）で 2.7%、PHQ-9
（うつ病）で 5.9%、PHQ-9 の Item9（希死念慮）で 7.7%であった。不安・うつ・希
死念慮の偽陰性率は 0%であったが、その他の症状・障害の FNR は⾼く、特にアルコ
ールの AUDIT-C は 64.9%、摂⾷障害の BEDA-Qは 35.1%と⾼い結果となった。これ
らの結果から、不安・抑うつ・希死念慮は APSQ（Step1）である程度判断可能である
が、その他の症状（睡眠、アルコール、薬物、摂⾷障害）は⼗分に判断できないこと
が⽰された。今後の課題として、その他の症状（睡眠、アルコール、薬物、摂⾷障
害）を正確に評価するためのスクリーニングツールの改良が必要である。また、⻑期
的なフォローアップ調査を⾏い、アスリートのメンタルヘルスの変化を継続的にモニ
タリングすることも重要である。アスリートのメンタルヘルスを⽀援するための教
育・研修プログラムの効果を検証し、より効果的な⽀援⽅法を確⽴することが求めら
れる。 
 
Ojio Y, Kawamura S, Horiguchi M, Vincent G. (2023). Preliminary report of the 
Japanese version of the International Olympic Committee Sport Mental Health 
Assessment Tool 1 Sports Psychiatry., Sports Psychiatry. 1‒8. 
 
本報告で⽰す結果は、予備的分析が含まれるものもあり、今後さらに詳細に分析する
ことで、最終的な結果は修正される場合がある。 
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